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ご あ い さ つ

'1`楽

器の祭典 も 今11で 3「 1目 をもかえます。 lJ本作出1家

協議会の作‖i家 の皆さんと l本音楽集 Jの 演奏家による共

「
l作業によう生まれた作品も 本日の13耐 を含め,4‖ を数え

るに至 りました。

そこにはさまざまなタイプの音楽 と 邦楽21の ユニータな

椰:分 の展■lと 可能性をみることができます。この‖1会 いのし,

を大切にし、お:を 1い の交

'イ

じをより 層:突 めてゆきたいと思つ

てお ります。

今昔 の感

1本 イ(1晰 家協it会 の会彙が

'(lit月 '楽

イ|の ■,作 を11年 1■供

し 「 本音楽集ドの J員が

'1じ

(1(11で演

^す
る.11"i,償

て残念だけど この意欲がまたることなく

'1'続

けば きっ

と名‖力:輩 ‖け ることでしょう.

■、■ですが I本 計
't集 "1111:に

t11っ て ,て の

“

楽 lト

が参加|る 運重りを■、が l.き ましつたのは ,■ 30年 前 そのι質

を想うと今 11.の 感があ ります.

この祭 り́ )― 山 出1は■● 1カ lビ   人の角1晰 末た1・∫い分

かを連れる構想があれば い十れまとまつた(,ふ|と して 1li',

もできます.■●イ、わせ 4ヽ ■の

'ヽ

りtは もう●:ぐ なのです.

日本 音 楽実 団  長 ツt 勝 俊

澪1.未 樹  澪
正の輪舞――邦楽アンサンカレによる (初演)

1章 書のある なしを問わず 幼りこからお年寄 りまで世代

を越えて苦楽を遊ぶ という趣旨の団ll・ を上宰して4年。その

に 邦楽器による―L演秦を素材にしたカツキュラムもあり

ます。その原点は 私が一昔前に所属 していた「日本音楽

集」」で・ l体験があったからです。そして今夜の祭典――

正という字は に正まると古く。一 とは原点、要するに自

分自身。つまり本来の自分べの回帰  模索中の「n~楽 の

原点Jを 祭 り好きな自身に問う輪叫 (ロ ンド)風 な小計,に

なりました。

[篠笛 1竹井誠 1尺 八]米澤浩 石田忠史
[三味線]野口美恵子 [琵琶]山 田まゆ美
[二 十絃筆]熊沢栄利子・桜井智永 [十七絃1官越圭子
[打 楽器]細谷―郎 ■丁楽器・指揮]未樹澪

2.栗 山 和 樹
尺八とコンピュータのための「破竹」(初演)

1人 の尺′ヽ奏者 と 1人 のコンピュータ奏イ 1よ つて

'「

台

Lで リア′レ タイムに演奏されるこ・ l曲 は尺人の迫力ある

奏法  多 くの可能1生 を含んだ計rは現ゃ多彩なニュアンス

をよFHLで きる尺八の魅力を リアル タイム という環境によ

って 7L米 の電 rF~楽で ょく使われるテープに
「

定された
｀
時間

″
という枠を取 り除 き 新 しい可能性 を付加す ること

により 最初の節を神|る と後はたやす (害 1オ tて い く「IFx竹 J

の様子を表rtし ょぅとしてぃます。

[尺 八]三橋貴風

[コ ンピュータ]栗山和樹

4.西 田由美子
夢 (初演)

夢から西星めて はっとして我に帰
'起

きたI十 月1の 1■ 界
から自分が戻つてきたような気になります。 そんな不 L・ 議

な感じがなつかしく (人 間 tl恋 をした魚が 人に位れ

'1間になりたいという望みを持ち やがで希望がかなえ喘れ、

人出1に 生まれかわる■ができ 人出1と の恋が成就するが

瞼をあけてtOっ くり自分の姿を見ると やは
'元

の魚であ
った。今まで見た光景は 魚が日を開じて見た,じの夢であ

つた。)と いう物語にイメージされて作由しました。

「尺八]三橋司■・添川浩史

[二 十絃筆]吉村七重 大畠菜穂子

[十 七絃]久東寿子

日本 作 由家協 議 会昌1会長   二1 本    稔

企画・構成===ラ木 稔

実行委員=池辺晋―郎

北 爪 道 夫

長 沢 勝 俊

司会=山本直純

3.松 永 通 温
「虹の糸」三絃 と二面の事のための

1召 利66年 かし7年 間在職 した高崎短tII大 学占楽科の第 1

川4L達 が、1召 ]に 1年 8月 に東京のOACホ ールでコンサー

トを催すにあたり委嘱を受 |'て 作出した。三絃 と2面 の竿

のための作IT,で ある。日本の叙情が 伝統 1句 な音楽では

旋法等の市1約 を・tけ て必ずしも1句確に表現 しきれていない

ことがあるように思つていたので 自由な音の使い方で吉
いてみた。

[地歌三味線:工藤哲子

[挙 ]花房はるえ 山田明美

5.見 目順一朗
「崩産藤(う るてん)」三本の尺八の為に (初演)

題名は F正 世t眼蔵「「蔦藤」の巻からで つる■の絡まり

合う意.独立 した二本の同時i賞 奏という着想をここ力ヽら得

た。この山を契機に音楽における様々な次元での特有1■ と

通有性 禅でいう差り1即 平年について ｀
場 (西 H哲 学 tl

｀
場所

″
)″ というIIt念 や

｀
流オ■(時 r‖ 的な場 との帰属 渕係 )″

という概念を足掛か りにして考えるようになった。

正の輪舞――邦楽アンサンカレによる

尺八J坂田誠山 米澤浩 石田忠史



6.宗 像  和
「水」第4-一大奏者のための (初演)

「水Jシ リーズは1982年 の第一からこの夏まで こ二作ある。

その発想は広島 長崎で1945年 のあの時に「水 みす―

…」 と訴えたあの人達に飲まれた水 llま れなかった水

ひとしくあの光景を目撃 した「水Jた ちは今日でも地球の

どこ力に:票 ってお り そのしヽをうたおうとしたものである。
この第四はりlilの 秋につくられた。

[篠笛]西原責子 [尺八]坂田誠山

[三味線]坂口美香 1筑前琵琶]田原順子
「争]山 田明美 [十七絃]官越圭子

7.川崎絵都夫
シランパ・カムイ

シラン′ヾ 力′、イとはアイス1“て「森の神J と  ヽう意味

です。鬱育 とした1し 匡の森に思いを馬しせ 失なわれてゆく

樹々に′じヽを寄せて作山した 連の出の に登場する小r。 を

今いは邦楽器の合本によって聴いて項こう と思います。

山は深々とした森を表わすような
'く

′ヽの 1■

^に
よる序

奏 とシランパ カムイをまわすオスティナー ト的な部分の
2つ から成つています。

[篠笛]西原責子  [尺 八]米澤浩 石田忠史

:琵琶]半田淳子

:二十絃筆J熊沢栄利子 桜井智永 [十七絃]外 山香

:打 楽器:望 月大喜之丞・臼杵美智代

川崎絵都夫 (シ ンセサイザー)

13.小 橋  稔
神舞 (かみれ )ヽ(初演)

いにしヘ ロ本人はことの音に寄せて神のことの葉を出|

いたと言います。

神の′し,に かなうことのねをあわせ 7/でて、IIの ことの彙
とともに神の舞いを招 き 地球に自然を 人類に平利」をと

析ることL」 なるもの力`あります。

まみどりの葉や まいまいの 舞いのあと

[尺 八]藤崎重康・竹井誠・添川浩史

[寧 ]白根きぬ子 花房はるえ 大畠菜穂子・山田明美
佐藤里美

1指 揮1田村拓男

8.眼 龍 義 治
響   愁 (初 演 )

富山県高岡市周辺の伝統芸能「llTttllJの 音楽を素材 と

しています。
このllm子 は人人 4人 (8本足になる)で使う、大変大き

な獅子です。それを「稚児Jと 呼ぶ少年が戦って成敗する

と言う 大変勇壮な芸lCです。祭 りの日は朝か嗚深夜まで
かけて一軒一軒円付けして廻 ります。

この山の全体の構成は祭 りの流れに基づいており 序奏
に使った音楽は門付けの道中に使わオ■ているものぞす。

[篠 笛]西原責子 [尺八]藤崎重康

[筆 ]I白 根きぬ子 外山香 H花房はるえ・佐藤里美

[十七絃]久東寿子

[大鼓]臼杵美智代

9.村 尾 幸 映
参九九壱―― 古都・奈良の四季―― (春 )

(初演)

作品完成1つ 1日 (1991イ F9月 23 )各 々の後の数から四

桁を1く つたものがこの円111タ イトルです。春日山を含む奈

良東大 アの桜のつぼみに■の光がふ う,1ぎ 万物の′卜気がみ

なぎるIЧ 月を迎える奈良の本を描いてみました.暖かい風
に誘われて小 I― が喜々と歌う。 1/し い冬を越 した小さな生

lllが 躍動するう喘しかな小径。 キ院のt■ がかすかに響 〈

。のんびり草を食も鹿の群 太陽が■ ,I IIを 黎えた奈

共公日に観光客が訪れ楽 しい一 日が始まる。

[尺 八]三橋貴風 添川浩史

:二 十絃筆]官越圭子・大畠菜穂子

[十 七絃]久東寿子

10.大 政 直 人  ゅぅがィ
Evening Shadows(夕 影 II)(初演)

この曲は Ewning Shadows I(尺 八 琴)肛 (尺 八 2、 琴
2)の間に位置する山です. Iと HIが速めのテンポなのに

対し IIは 緩徐米十の
=味

合いを持っています。このシツ
ーズは 邦来の祭典のたびに1楽章ずつ作山していたため

3年 かかってやつと1出 が完成 した事になります。その間
に41・ 楽に対する理解が自分なりに

'朱

まったと思うのですが、

作品 としての統 感のため、あえてウブな気持で ?作曲し

ました。 ところでどなたか 011を通 して演奏して頂けな
t■ゴしょっか。

[尺 八J坂田誠山

[挙 ]桜井智永

[二 十絃挙]熊沢栄利子

11.佐 野 芳 光

え八・三味線・十七絃・二十絃のための
「ロックスピリッツ」(初 演)

′ヽ―ドロックの,こ llジ ミヘンドソックスの「紫のけし
'Jをある弦米「‖重奏Jが演奏して話題になりましたが、音楽

のジャンルは今後ますますカベが少なくなって 互いにI[

解 し1菱近 していけるようになると思います。ジミヘンドリ
ックスをギターの山,と 仰 ぐ私はロッタ11か らのアプローチ
で郎楽作

『
1を 書いてみたいと思い「ロックスピリッツJを

作曲 しました。

[尺八]藤崎重康

[三味線J大日幸子

:二十絃筆]吉村七重

[十 七絃]官越圭子

12.杉 浦 正 嘉
月華の庵(げつかのいおり)(初演)

合隼作 りの里岐阜白川、■塔婆1+を下 りきった所の見事

なススキの原。夜 '「 りを消した庵の窓ようえれば "る
(■ やかな月光をあび、そよ風にゆれてたるススキの穂波
は 見る人●しヽに夢ユ,年 言に語リカける。独去独来、若兄

ずや 絶学無るの間道人 芸想を除かす真を求めず 証こ

歌と。華やかな月光に輝やくススキの穂i度の ―話より.

1篠省]竹井誠

[細神三味線]大田幸子



日本音楽集団今後の主な予定

3月 11日 (水)日 本音楽集団若葉マーク コンサー ト (そ の 7)            日暮里サニーホール

4月 19日 (日 )日 本音楽集団演奏会              やしろ国際学習塾LOCホ ール (兵庫県社町)

4月 25日 (■ )日 本音楽集団演奏会                    刈谷市アイリスホール (愛 知県)

5月 11日 (月 )第 123回定期演奏会――春の総合定期                  芝abc会館ホール

5月 21日 (木 )名 フィル第 74回定期で「急の曲」 (三本稔作曲)を共演、指揮 Mア ッツモン 名古屋市民会館

6月 30日 (火 )第 0回 「現代日本音楽の展開」に出演 (主催 =日立劇場)         日立劇場大ホール

7月 9日 (木 )第 124回定期演奏会――ファンタスティックコンサー ト (大 江戸音楽考察)    津田ホール

7月 13日 (月 )日 本音楽集団演奏会                       グリーンホール相模大野

10月 6日 (火 )第 125回定期演奏会――清水脩の音楽                    朝日生命ホール

11月 24日 (火)第 126回定期演奏会  三木稔の音楽                      津田ホール

1993年

チ5楽器の祭奥パ ー トⅣ (第 127回定期演奏会 共催=(社 )日 本作曲家協議会)次回予告

1993年 1月 28日 (木 )津田ホール

1992年度研修生募集中″

古典か喘ルt代 の日本
=楽

の演本を ノロカ |,ア ンサンブルまで フロの|1奏家 として東京中心にJの i舌 動に 1

■|り に参加Iで きる方.又 ■1論 作耐山iで 活J力 に参加できる方を募ll,応募細 ,3月 6(金 )オ ーデ ィション

3月 231(サ !).募集要項■人要の方はおi奏 会場て.あ るいは I務所べお中し出下さい.

「邦楽現代」休干りのお知らせ

毎年春秋に発

`Tし

ていました機関誌「邦楽fL代 Jは制
`合

により、 しばいく体制させていただきますのでご r不

ドさい。

日本音楽集団推薦

琴尤  キ喜虐
東京都目黒区碑文谷2-19-15 TEL(3792)8481 FAX(3792)8437

筆を愛するすべての人の繊細な感情を忠実に音に表現す

るために、楽器の本質を追求した挙

日本音楽集団 〒151東京都渋谷区笹塚3171滝沢ビル302 TEL03-3378-474i FAX03-3376-2033


